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1.研究の動機 
イチローは日本で数々のタイトルを獲得して

日本人野手として初めてメジャーリーグに挑戦

した。当時、日本人野手の期待値は低く、「君

はメジャーリーグの投手を打てるのか」と屈辱

的な質問を受けるなど、批判的な報道が多く見

られた。しかし、イチローはメジャーリーグで

も1年目から輝かしい成績を残すなど、日米両

球界でトップに君臨し、国内外に多くあった批

判の声を覆した。 
メジャーリーグ挑戦後、イチローの実力がメ

ディアに認められるようになった過程を、木原

が『「イチロー観」の変遷に関する研究』（2011）
で明らかにしたが、全盛期を終え、成績が下降

していくと考えられる引退までの時期であって

も、イチローとメディアの関係は維持されるの

か、または変化していくのかという点が課題と

して残された。 
そこで、成績が下降するにあたって、メディ

アがイチローをどのように報道したのかに興味

を持ったことが本研究の動機である。                      
2.研究の目的と意義 
本研究の目的は、全盛期を終えた選手に対し

て報道がどう変化したのか、あるいは変化しな

かったかを明らかにすること、さらに日本とア

メリカにおける報道の違いを明らかにすること

である。 
また、メディアによる報道がスポーツ選手と

世間に与える影響の大きさを追求し、今後メデ

ィアとスポーツ選手がより良い関係性を築いて

いくための一助となることを本研究の意義とす

る。                       

3.先行研究の検討 
イチローとメディアに関する先行研究には、

川島（2002）、木原（2011）の2つが挙げられ

る。これらの先行研究では、否定的であったメ

ディアの評価を全盛期のイチローが数々の実績

によって覆したことを証明している。 
しかし、成績が下降してからのイチローとメ

ディアに着目した研究は見られなかった。                      
4.研究の方法 
イチローが 10 年以上在籍したマリナーズを

離れた 2012 年から引退を決意した 2019 年ま

でを対象期間とした。この期間を移籍ごとに以

下の時期区分に分け、朝日新聞、毎日新聞、読

売新聞の3紙を対象に資料を収集し、研究を行

った。 
１）ヤンキース時代（2012～2014） 
２）マーリンズ時代（2015～2017） 
３）二度目のマリナーズ時代（2018～2019） 
史料の対象を新聞記事に絞った理由は、成績

下降を追うにあたって報道の細やかな変動を見

るには、毎日必ず情報を発信しており、正確に

史料を収集できることが必要であると考えたか

らである。 
時代ごとにどのような報道の特徴があるのか、

さらに成績が下降するなかで達成された大記録

に当たって通常の報道と違いは見られるのかに

焦点を当てて研究を進めた。 
5.本論 
5.1.時代ごとの報道の特徴 
ヤンキース時代には打撃、打順、起用法につ

いての記事が多く見られた。不動の一番打者と

して 10 年連続年間 200 安打を放っていた全盛



期と同じレベルの活躍が期待されていたために、

試合に先発出場して、打撃で好成績を残すこと

が評価されていた。 
マーリンズ時代では現役最年長野手になって

も衰えない走塁や守備が注目され、妥協せずに

努力を続ける姿勢が多く報じられるようになっ

た。全盛期のような活躍ではなく現役最年長野

手としての活躍に期待が変化したために、プロ

意識や技術の高さで年齢を重ねてもパフォーマ

ンスの質を維持していることが評価されるよう

になったと考えられる。 
マリナーズでは試合に出ないものの一緒に練

習して選手をサポートし、選手復帰も可能とい

う異例の契約が結ばれた。選手時代と変わらな

い野球に対する姿勢が評価され、チームへの貢

献度やチームからの絶大な信頼に関する報道が

目立つようになった。イチローの価値がプレー

に止まらなくなったために、偉大な記録を残し

たレジェンドとしてではなく、一人の人間とし

て報道されるようになった。 
5.2.大記録の達成に関する報道 
日米通算4000安打、日米通算4257安打、米

通算 3000 安打という 3 つの記録を順に達成し

ていく中で、日米両メディアの記録に対する態

度が変化した。日本はどの記録にも好意的な態

度を示したが、米国は記録によって態度が変化

した。 
日米通算 4000 安打では、レベルの違うメジ

ャーリーグと日本のプロ野球の安打を合算する

日米通算という記録への不満と、イチロー自身

の節目への称賛の両方があったために、批判的

な態度と好意的な態度が共存していた。 
メジャーリーグの通算安打記録を抜いた日米

通算 4257 安打では、母国の偉大なメジャーリ

ーガーが外国人選手に抜かれることに強い抵抗

感があったために、大半が批判的な報道となっ

た。 
米通算 3000 安打では、長い歴史を誇るメジ

ャーリーグでも史上 30 人目となる快挙であっ

たため、称賛されるべき功績として好意的な態

度へと変化した。 
またイチローの技術や強さに関する報道が、

抽象的だった日米通算 4000 安打から日米通算

4257安打では具体的へと変化し、米通算3000
安打では減少した。 
日米通算 4257 安打では通算記録に対して米

国で批判的な報道が高まったことから、イチロ

ーの実力の高さを証明するために、日本のメデ

ィアが具体的にイチローの技術や思考を報じた。

しかし、米通算 3000 安打は、米国でも異論な

しの大記録であるからこそ、イチローの技術や

思考を詳細に説明して実力を認めさせる必要が

なくなったために、報道が減少したと考えられ

る。 
6.結論 
本研究から、時間の経過とともに時代の特色

やニーズが変わり、それに伴って報道も変化す

ること、また事実の核となる要素の違いによっ

て、日米のメディアで報道の量や内容、注目度

が大きく変わり、ひとつの変遷が生まれること

がわかった。 
全盛期にはプレーの際立った部分にメディア

の注目が偏る可能性があるが、成績が下降する

ことでそれまで取り上げられていなかった選手

のあらゆる側面に焦点が当てられ、報道の質が

変化することが本研究の目的に対する結果とし

て明らかになった。 
7.今後の課題 
本研究ではメディアがイチローの成績下降を

どのように報道したのかを明らかにしたが、イ

チローがメディアに対して何を考え、どう関わ

っていたのかに関しても検討することで、メデ

ィアとスポーツ選手の関係性をより詳細にかつ

多角的に明らかにすることができると考えられ

る。そのため、イチローの現役時代の発言や引

退後に出版された著作物などからイチローの考

えを読み解くことが必要であると考え、今後の

課題としたい。 
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